
台
地
上
に
位
置
す
る
庄
園
村
落
の
歴
史
地
理
学
喜
喜
察

i
庄
園
絵
図
を
史
料
と
し
て
一

水

田

義
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【
要
約
】
　
本
稿
は
畿
内
南
縁
の
中
世
庄
園
の
開
発
状
況
と
集
落
を
扱
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
事
例
に
取
り
あ
げ
た
の
は
和
泉
国
日
根
野
庄
、
紀
伊
国
井
上

本
庄
、
同
林
田
庄
で
あ
る
。
絵
図
に
描
か
れ
た
農
耕
地
の
分
布
す
る
地
域
の
水
利
灌
概
組
織
を
考
慮
す
る
と
次
の
事
実
が
知
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
溜
池

に
よ
っ
て
台
地
上
の
耕
地
を
曲
曲
し
て
い
る
。
更
に
自
然
河
川
か
ら
引
い
た
用
水
路
に
よ
っ
て
も
灌
概
し
、
溜
池
と
相
補
っ
て
湛
概
し
て
い
た
。
近
世
の

大
規
模
な
水
利
工
事
が
行
な
わ
れ
た
の
ち
も
依
然
と
し
て
用
水
が
不
足
し
て
い
た
こ
れ
ら
の
庄
園
は
、
中
世
で
は
耕
地
が
狭
少
で
非
耕
地
（
荒
地
）
を
村

内
に
多
く
含
ん
で
い
た
。
従
っ
て
生
活
の
基
礎
を
農
業
に
頼
っ
て
い
た
集
落
は
小
規
模
で
数
も
少
な
い
。
そ
し
て
近
世
の
藩
政
村
の
原
形
は
林
田
庄
以
外

は
既
に
見
え
て
い
る
が
、
集
落
形
態
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
史
林
五
五
巻
二
号
　
一
九
七
二
年
三
月

は
　
じ
　
め
　
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
中
世
に
お
け
る
村
落
は
、
畿
内
型
・
中
間
型
・
辺
境
型
と
い
う
庄
園
欄
度
の
多
様
性
に
加
え
、
条
里
の
施
行
さ
れ
た
平
野
、
平
地
の
少
な
い

山
間
部
、
開
発
の
遅
れ
た
台
地
等
の
地
形
条
件
に
よ
っ
て
、
非
常
に
多
様
な
姿
を
示
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
清
水
三
男
に
よ
っ
て
庄
園
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

中
世
村
落
は
別
個
に
存
在
し
た
の
で
あ
る
と
の
指
摘
が
な
さ
れ
、
米
倉
二
郎
に
よ
っ
て
庄
園
村
落
は
散
村
か
ら
集
村
に
大
部
分
が
移
行
し
た
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
　
　
　
　
　
　
　
⑤

い
う
仮
説
も
提
示
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
散
村
の
例
と
さ
れ
た
遠
江
国
池
田
庄
、
薩
摩
国
入
来
院
は
現
在
も
引
き
続
き
散
村
で
あ
り
、
小
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

の
事
例
と
し
て
あ
げ
ら
れ
た
備
後
国
大
田
庄
も
、
現
在
小
村
で
あ
る
。
更
に
集
村
の
事
例
と
さ
れ
た
大
和
国
若
槻
庄
・
大
和
国
労
潤
庄
・
摂
津

．103 （235）



　
　
　
⑨

国
巡
坂
郷
等
は
現
在
も
集
村
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
集
落
に
は
形
態
的
に
変
化
し
て
い
な
い
も
の
が
大
部
分
で
あ
る
が
、
若
槻
庄
・
榎
坂
郷
で
は
、

散
村
と
思
わ
れ
る
村
が
集
村
化
し
た
結
果
、
現
在
に
ま
で
引
継
が
れ
る
集
落
を
形
成
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
榎
坂
郷
の
場
合
に

は
集
落
を
構
成
す
る
屋
敷
数
は
登
録
農
民
数
の
一
割
強
に
す
ぎ
な
い
。
た
と
え
ば
若
狭
国
大
良
庄
に
お
い
て
は
『
百
姓
の
屋
敷
内
を
割
り
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

け
、
居
之
置
か
し
む
る
親
類
・
下
人
に
対
す
る
在
家
役
、
及
び
大
草
の
役
は
停
比
』
と
あ
っ
て
、
登
録
さ
れ
た
百
姓
屋
敷
内
に
は
さ
ら
に
多
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

の
実
際
の
耕
作
者
が
居
住
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
、
ま
た
丹
波
国
宮
田
庄
で
は
四
人
の
屋
敷
登
録
人
に
対
し
て
三
十
余
宇
の
靴
敷
が
存
在
し

　
　
⑫

て
い
る
。
あ
き
ら
か
に
、
文
献
史
料
に
み
え
る
屋
敷
数
か
ら
想
定
さ
れ
る
集
落
と
、
中
世
に
実
際
存
在
し
た
集
落
と
の
間
に
は
大
幅
な
齪
酷
が

み
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
史
料
に
よ
っ
て
想
定
さ
れ
る
集
落
は
現
実
よ
り
も
余
り
に
戸
数
が
少
な
い
。

　
中
世
村
落
を
復
元
す
る
試
み
と
し
て
、
庄
園
絵
図
に
よ
っ
て
視
覚
的
に
捉
え
ら
れ
た
景
観
を
、
現
地
と
の
比
較
対
照
に
よ
っ
て
行
な
う
方
法

が
あ
る
。
す
で
に
米
倉
二
郎
に
よ
っ
て
庄
園
絵
図
は
村
落
研
究
に
取
り
あ
げ
ら
れ
、
集
落
の
起
源
・
下
地
中
分
線
の
復
元
・
地
形
の
変
化
な
ど

　
　
　
　
　
⑬

が
論
じ
ら
れ
た
。
米
倉
と
同
じ
尾
張
国
富
田
庄
絵
図
を
と
り
あ
げ
た
板
倉
勝
高
は
、
絵
図
に
記
載
さ
れ
た
屋
敷
を
名
主
級
の
家
宅
・
神
社
・
寺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

院
・
荘
官
・
地
頭
級
の
家
宅
の
四
つ
に
分
類
し
て
構
造
的
に
追
求
し
た
。
近
年
渡
辺
久
雄
は
命
題
国
東
郷
庄
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
微
地
形
と
絵
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

と
を
対
比
し
て
、
荘
園
の
範
囲
の
復
元
と
集
落
の
位
置
比
定
を
行
な
い
、
更
に
絵
図
作
成
技
術
・
下
地
中
分
線
の
意
義
を
も
論
じ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
庄
園
絵
図
は
歴
史
学
の
分
野
に
お
い
て
も
西
岡
虎
之
助
に
よ
っ
て
利
用
さ
れ
た
後
、
近
年
難
波
田
徹
に
よ
っ
て
、
庄
園
絵
図
作
成
の
基
盤
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

な
っ
た
境
界
争
論
を
中
心
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
従
来
庄
園
絵
図
の
現
地
比
定
や
庄
園
村
落
の
復
元
の
研
究
に
お
い
て
有
力
な
武
器
と
な
っ
た
も
の
は
条
里
地
割
で
あ
っ
た
。
古
代
の
東
大
寺

　
　
　
　
　
⑱

領
庄
園
の
研
究
、
尾
張
国
富
田
庄
の
研
究
は
こ
の
方
法
に
よ
っ
て
為
さ
れ
た
典
型
的
な
例
で
あ
る
。

　
本
稿
で
は
、
そ
の
よ
う
な
武
器
を
持
た
ぬ
非
条
里
地
区
に
お
い
て
、
庄
園
絵
図
を
武
器
と
し
つ
つ
庄
園
村
落
の
様
相
を
調
べ
て
み
た
い
。
フ

ィ
…
ル
ド
と
し
て
取
上
げ
る
三
庄
園
に
は
庄
園
絵
図
の
ほ
か
に
は
史
料
が
残
存
せ
ず
そ
の
実
体
に
骨
質
な
点
が
多
い
。
そ
こ
で
歴
史
地
理
学
的

　
　
　
　
　
⑲

方
法
に
よ
っ
て
、
現
景
観
、
過
去
の
景
観
と
絵
図
を
対
比
し
つ
つ
研
究
を
進
め
て
ゆ
く
方
法
を
取
り
た
い
。
以
下
庄
園
絵
図
の
作
成
の
経
過
・
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絵
図
の
特
色
、
庄
域
内
の
景
観
と
絵
図
と
の
比
定
駈

　
そ
し
て
こ
こ
で
は
九
条
家
領
和
泉
国
日
根
野
庄
、

り
あ
げ
る
。

　
①
永
原
慶
二
『
日
本
封
建
翻
成
立
過
程
の
研
究
』
昭
和
三
六
年
。

　
②
清
水
三
男
『
日
本
中
世
の
村
落
』
昭
和
一
六
年
。

　
③
米
倉
二
郎
『
東
亜
の
集
落
』
昭
和
三
五
年
。

　
④
藤
田
一
7
5
春
「
王
朝
末
期
の
一
農
村
」
（
『
歴
史
と
地
理
』
三
十
巻
二
号
、
昭
和
七

　
　
年
）

　
　
　
谷
岡
武
雄
「
松
尾
社
領
駿
河
国
池
田
庄
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
」
（
『
史
林
』
閥

　
　
九
巻
五
号
、
昭
和
四
二
年
。

　
⑤
　
永
原
慶
二
「
中
世
村
落
の
構
造
と
領
主
酬
」
（
『
中
世
の
社
会
と
経
済
』
昭
和
一
嵩

　
　
七
年
所
収
）

　
⑥
高
議
進
「
大
田
庄
に
お
け
る
古
代
村
落
の
崩
壊
」
（
『
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
』

　
　
十
七
号
、
昭
和
三
九
年
）

　
⑦
渡
辺
澄
夫
『
畿
内
庄
園
の
基
礎
脇
詰
』
昭
和
三
一
年
。

　
⑧
渡
辺
、
前
掲
洋
⑦

　
⑨
島
田
次
郎
編
『
中
世
村
落
史
の
研
究
』
昭
和
四
一
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
九
条
家
領
和
泉
国
巳
根
野
庄

　
　
ω
　
B
根
野
の
概
要

そ
し
て
庄
鼠
村
落
の
様
相
の
想
定
の
順
で
叙
述
を
進
め
る
。

随
心
院
領
紀
伊
国
井
上
本
庄
、
神
護
寺
領
紀
伊
国
警
田
庄
の
三
つ
を
サ
ン
プ
ル
と
し
て
取

　
　
渡
辺
久
雄
『
条
田
皿
側
の
研
究
』
昭
和
四
一
…
偏
ヰ

⑩
菓
寺
百
合
文
誓
ほ
一
七

⑪
　
網
野
善
彦
『
中
世
荘
園
の
様
相
飯
昭
和
一
二
九
年

⑫
田
中
稔
「
丹
波
国
宮
田
庄
の
研
究
（
『
史
林
』
三
九
巻
四
号
、
昭
和
ゴ
コ
年
）

⑬
　
米
倉
、
前
掲
注
③

⑭
板
倉
勝
高
「
尾
張
国
富
田
庄
を
例
と
せ
る
中
世
村
落
の
構
造
」
（
『
東
北
地
理
』

　
五
巻
一
暑
、
昭
和
二
七
年
）

⑮
　
渡
辺
久
雄
「
松
尾
社
領
伯
巻
国
東
郷
庄
の
一
考
察
」
（
『
歴
史
地
理
学
紀
要
』
1
0
、

　
昭
和
四
五
年
）

⑯
　
西
岡
虎
之
助
『
荘
園
史
の
研
究
』
上
下
、
昭
和
三
九
～
四
〇
年

⑰
　
難
波
田
徹
「
庄
園
図
の
歴
史
的
性
格
」
（
『
中
世
の
権
力
と
民
衆
』
昭
和
四
五
年
）

⑱
谷
岡
武
雄
『
平
野
の
開
発
』
昭
和
三
九
年

⑲
一
藤
岡
謙
二
郎
『
先
史
地
域
と
都
市
域
の
研
究
』
昭
和
三
五
年
・

　
泉
佐
野
市
の
南
部
を
流
れ
る
樫
井
川
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
扇
状
地
上
に
日
根
野
と
い
う
大
字
が
あ
る
。
近
世
以
降
日
根
野
村
と
し
て
存
続

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

し
、
昭
和
二
十
九
年
に
泉
佐
野
市
に
編
入
さ
れ
た
。
行
政
的
に
沿
革
を
た
ど
れ
ば
、
古
代
に
は
日
根
郡
賀
美
郷
に
属
し
て
い
る
が
、
こ
の
賀
美

郷
の
範
囲
は
扇
状
地
か
ら
西
の
条
里
地
割
を
残
す
上
郷
村
を
も
含
ん
で
い
た
。
臼
根
野
は
桓
武
天
皇
の
行
幸
し
て
遊
猟
し
た
土
地
で
あ
り
、
原
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②

野
と
な
っ
て
い
た
。
天
平
十
三
年
（
七
四
一
）
に
は
行
基
年
譜
に
日
根
里
と
し
て
地
名
が
載
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
ら
、
こ
の
頃
髭
根
野
は
賀
美
郷

よ
り
分
置
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
そ
の
後
鎌
倉
初
期
ま
で
に
九
条
家
を
領
家
と
す
る
庄
園
と
な
っ
て
い
る
。
日
根
庄
あ
る
い
は
日
根
野
庄
と

呼
ば
れ
る
こ
の
庄
園
は
鎌
倉
時
代
に
は
入
山
田
村
・
井
原
村
・
日
根
野
村
・
鶴
原
村
・
上
ノ
郷
村
に
分
か
れ
て
い
る
。
そ
の
範
囲
は
樫
井
川
の

河
谷
か
ら
扇
状
地
の
末
端
ま
で
の
東
西
八
事
、
南
北
五
粁
に
も
及
ぶ
広
い
範
囲
で
あ
っ
た
。
代
々
そ
の
庄
官
を
執
行
し
て
い
る
日
根
野
氏
は
、

隣
接
す
る
東
北
院
領
滝
壷
の
公
文
職
・
下
司
職
を
も
兼
ね
て
い
る
。
日
根
野
氏
は
古
代
以
来
、
大
阪
南
部
に
勢
力
を
有
し
た
豪
族
で
あ
っ
た
と

　
　
　
③

推
測
さ
れ
る
。

　
扇
状
地
の
開
発
に
際
し
て
、
用
水
管
理
技
術
は
重
要
な
役
を
占
め
て
い
た
と
思
わ
れ
、
領
家
の
九
条
家
は
「
開
発
領
主
」
と
称
し
て
在
地
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

勢
力
を
張
っ
て
き
た
。
正
和
五
年
（
；
＝
四
）
の
絵
図
に
大
智
関
大
明
神
と
見
え
て
い
る
現
在
の
大
井
関
神
社
の
中
の
坊
で
あ
っ
た
慈
眼
院
に

は
、
鎌
倉
初
期
の
秀
れ
た
阿
弥
陀
如
末
像
と
五
年
忌
を
残
し
て
お
り
、
九
条
家
の
寄
進
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
が
ら
、
用
水
管
理

に
伴
な
う
そ
の
強
い
影
響
力
が
う
か
が
わ
れ
る
。
大
井
関
神
社
は
今
も
広
い
氏
子
圏
を
有
し
、
近
世
に
は
樫
井
川
水
系
の
漏
話
の
水
郷
の
中
心

　
　
　
　
　
⑥

と
な
っ
て
い
た
。
現
在
延
喜
式
内
社
の
日
根
神
社
も
大
井
関
神
社
境
内
に
麗
ら
れ
て
い
る
。

　
九
条
家
は
日
根
野
庄
の
経
営
の
た
め
延
喜
二
年
（
　
三
〇
九
）
に
検
注
を
行
な
っ
て
い
る
。
そ
の
史
料
は
失
な
わ
れ
た
が
、
同
時
に
作
成
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

た
と
考
え
ら
れ
る
日
根
野
村
絵
図
が
残
存
し
て
い
る
。
絵
図
の
裂
の
右
肩
に
は
、

　
日
根
好
村
絵
図
沙
汰
人
注
進
之

　
　
正
和
五
年
六
月
十
七
日

　
　
　
　
前
備
後
守
　
（
花
押
）

少
し
離
れ
て
中
央
に
は
、

　
　
□
代
以
円
　
　
（
花
押
）

　
検
注
　
公
文
代
祐
心
（
花
押
〉
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台地上に位置する庄嗣村落の歴史地理学的考察（水田）

の
注
記
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
．
、
　
　
　
　
・
・
，

透
鑑
．
き
か
ら
蓬
の
数
年
後
に
庄
簸
に
よ
．
て
村
絵
図
が
作
成
さ
れ
ξ
ど
魔
ら
れ
．
a
醤
表
面
琶
、
各
像
選
考
注

の
結
果
の
一
部
を
記
入
し
た
と
考
え
ら
れ
る
が
詳
し
く
は
後
述
す
る
。

　
九
条
家
の
支
配
は
南
北
朝
の
内
乱
を
経
て
次
第
に
弱
く
な
っ
て
い
っ
た
。
南
北
朝
の
内
乱
期
に
日
根
野
庄
は
日
根
野
氏
の
等
根
料
所
と
指
定

さ
れ
、
更
に
は
年
貢
毛
押
領
さ
れ
た
。
十
四
世
紀
中
に
鶴
原
村
も
失
な
っ
た
。
そ
の
後
九
条
家
に
よ
る
庄
園
の
返
還
要
求
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

守
護
細
川
氏
と
の
間
の
半
済
に
よ
っ
て
上
の
郷
・
井
原
村
を
失
な
い
、
室
町
中
期
以
降
九
条
家
の
支
配
し
た
φ
は
入
山
田
村
・
日
根
野
村
の
二

村
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
こ
の
二
村
に
お
い
て
も
守
護
の
乱
入
、
紀
伊
の
根
来
衆
の
来
襲
に
よ
っ
て
と
も
す
れ
ば
支
配
権
を
失
な
い
が
ち
で
あ
っ

た
。
文
亀
元
年
（
【
五
〇
｝
）
よ
り
永
正
元
年
（
一
五
〇
四
）
ま
で
の
四
年
間
、
領
主
前
関
白
九
条
政
基
が
老
令
に
も
か
か
わ
ら
ず
在
地
に
下
向
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
　
　
　
　
　
r
　
　
　
　
　
　
ぜ

直
接
支
配
の
立
て
直
し
を
計
ろ
う
と
努
め
て
い
る
。
そ
の
時
の
日
記
に
よ
れ
ば
、
元
亀
元
年
亦
一
五
〇
一
Y
に
日
根
野
の
村
民
は
武
士
の
跳
梁
を

受
け
、
家
屋
を
焼
か
れ
て
山
中
に
避
難
す
る
な
ど
不
安
定
な
生
活
を
送
っ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
．
、
、
　
　
，
　
　
　
　
．
、

　
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
溜
池
の
造
成
も
見
ら
れ
、
近
世
に
至
る
と
俵
屋
新
田
そ
の
他
小
規
模
な
開
発
が
行
遇
わ
れ
て
い
る
。
以
下
中
世
日

根
野
の
村
落
の
様
相
を
、
庄
園
絵
図
を
手
掛
か
り
に
探
っ
て
み
る
。

　
②
　
日
根
野
村
絵
図
の
記
載

　
日
根
野
村
絵
図
は
縦
　
＝
三
九
糎
×
横
＝
○
糎
の
和
紙
に
墨
で
描
か
れ
、
山
・
樹
木
・
荒
地
が
線
で
、
川
が
青
色
で
彩
色
さ
れ
て
い
る
。

樫
井
川
が
形
成
し
た
扇
状
地
を
西
か
ら
鳥
職
し
、
地
形
を
巧
み
に
浮
び
上
が
ら
せ
て
い
る
。
山
地
・
丘
陵
を
周
壁
に
描
き
、
耕
地
や
荒
地
と
な

っ
て
い
る
扇
状
地
は
中
央
に
描
か
れ
て
い
る
。
扇
頂
部
と
思
わ
れ
る
東
部
に
大
井
関
神
社
、
無
辺
光
院
お
よ
び
そ
の
他
の
神
社
が
、
西
部
の
大

道
（
熊
野
街
道
）
沿
い
に
穴
通
神
社
（
蟻
道
神
社
、
禅
興
寺
・
壇
波
羅
密
寺
が
描
か
れ
て
い
る
。
、
民
家
は
大
部
分
は
中
央
部
に
点
在
し
、
一
部

が
街
道
沿
い
に
街
村
を
な
し
て
い
る
。
絵
図
の
注
記
に
は
「
本
在
家
」
　
「
人
宿
本
在
家
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
耕
地
は
当
持
の
庄
園
絵
図
特

有
の
表
現
で
あ
る
交
叉
し
た
直
線
に
よ
う
て
示
さ
れ
て
い
る
β
、
そ
し
て
耕
地
は
主
に
丘
陵
沿
ψ
及
び
民
家
の
周
辺
に
描
　
か
れ
て
い
る
。
。
特
に
丘

ユ07 （239）



第1図日根野村絵図

　　　　　艇

長
甕

穣舞
　興

薮
詑
古
学
致
撞
　
・
　
潔
．
．

　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ム
ヨ
ま
せ
　
ム
ん

熊
取

」

壁

ヌ
づ
＾
詮
必

　
　
　
　
　
　
元
興
寺

人
密
本
隔

古
作
．
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藤
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台地上に位置する庄村園落の歴史地理学的考察（水田）

陵
沿
い
の
耕
地
に
は
「
古
作
」
と
注
記
が
な
さ
れ
、
古
く
か
ら
の
耕
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
さ
ら
に
「
本
公
田
弐
拾
町
余
煙
此
」

「
此
内
本
公
田
六
町
余
在
野
」
と
注
記
が
あ
っ
て
公
田
か
ら
庄
園
領
と
な
っ
た
田
地
が
二
十
六
町
余
り
も
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
そ

の
他
に
「
寺
内
分
染
町
余
」
、
「
長
滝
押
領
田
」
と
記
さ
れ
て
い
る
通
り
、
他
領
の
田
地
も
若
干
存
在
し
て
い
た
。
中
央
部
は
緑
色
で
彩
色
さ
れ

「
荒
野
」
あ
る
い
は
「
寺
内
分
営
所
」
と
記
さ
れ
た
未
開
地
が
広
く
展
開
し
て
い
る
。
中
心
部
に
あ
る
「
新
開
御
領
百
姓
な
ど
…
…
」
と
い
う

記
載
か
ら
、
当
時
荒
地
が
開
田
化
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
農
耕
の
基
礎
と
な
っ
た
灌
概
施
設
と
し
て
の
濫
池
群
が
山
麓
に
並
び
、

一
部
は
荒
野
の
中
央
部
も
見
ら
れ
る
。
そ
の
水
懸
り
と
思
わ
れ
る
耕
地
に
は
「
黒
作
」
と
あ
る
。
熊
野
大
道
沿
い
の
溜
池
に
は
「
古
作
ヲ
致
シ

和
池
ヲ
ツ
キ
乎
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
は
不
明
な
が
ら
、
灌
概
設
備
を
新
し
く
築
造
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
道
路
は
西
端
を
南

北
に
熊
野
大
道
（
街
道
）
が
走
る
他
、
村
内
に
数
本
の
道
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
注
目
さ
れ
る
の
は
上
郷
・
長
滝
・
日
根
野
三
村
の
境
に

は
「
小
塚
」
と
記
さ
れ
た
石
標
が
据
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
に
日
根
野
に
つ
い
て
は
地
形
・
耕
地
・
溜
池
　
寺
社
・
集
落
・
そ
の
他
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
日
根
野
に
隣
接
す
る
村
に
つ
い

て
は
、
大
き
な
寺
社
を
除
き
地
名
以
外
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

　
描
か
れ
た
民
家
の
性
格
・
注
記
の
耕
地
面
積
の
村
内
に
あ
る
総
耕
地
面
積
に
対
す
る
割
合
等
は
検
注
の
文
書
が
残
存
せ
ず
明
ら
か
と
は
な
ら

な
い
。

　
㈲
　
巳
根
野
村
の
現
状

　
日
根
野
村
絵
図
に
描
か
れ
た
範
囲
は
、
樫
井
川
に
よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
扇
状
地
の
大
部
分
を
占
め
る
。
日
根
野
の
東
部
と
北
部
は
扇
状
地
の

周
囲
の
丘
陵
に
よ
っ
て
限
ら
れ
る
。
南
部
は
樫
井
川
に
よ
っ
て
限
ら
れ
、
西
南
部
は
上
郷
・
長
滝
庄
に
隣
接
し
、
西
は
熊
野
大
道
に
よ
っ
て
限

ら
れ
て
い
る
。
従
っ
て
そ
の
範
囲
は
現
在
の
行
政
区
画
か
ら
す
る
と
ほ
ぼ
旧
日
根
野
村
・
旧
市
場
村
を
合
わ
せ
た
区
域
に
相
当
す
る
。

　
聖
帝
技
術
の
十
分
に
発
達
し
て
い
な
い
中
世
の
農
耕
に
大
き
い
影
響
を
与
え
た
日
根
野
の
扇
状
地
の
地
形
の
特
徴
は
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

樫
井
川
の
南
に
は
平
坦
面
は
ほ
と
ん
ど
な
く
憧
ち
に
基
盤
と
な
る
花
醐
岩
の
早
上
及
び
大
板
層
群
よ
り
な
る
撃
高
七
〇
～
三
〇
メ
ー
ト
ル
の
丘

go9 （241）



第2図日根野地形図

陵
に
続
く
α
扇
頂
蔀
よ
り
泉
佐
野
市
街
地
に
か
け
て
の
道
路
よ
り
北
は
大
阪

層
群
か
ら
な
る
丘
陵
と
な
る
。
こ
の
丘
陵
は
西
へ
延
び
て
北
の
鶴
原
・
熊
取

町
と
の
境
を
な
し
て
い
る
。
日
根
野
の
扇
状
地
は
第
3
図
に
見
る
如
く
、
周

囲
を
山
地
及
び
丘
陵
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
て
ほ
ぼ
三
角
形
を
な
し
て
い
る
。
和

泉
山
地
を
出
て
日
根
野
の
減
量
に
達
し
た
樫
井
川
は
、
扇
状
地
を
深
く
開
折

し
て
流
れ
る
。
扇
頂
部
の
大
井
関
神
社
の
背
後
で
水
面
と
の
比
高
は
約
一
〇

メ
ー

地
は
第
3
図
に
み
る
如
く
、
北
よ
り
南
へ
向
か
う
に
つ
れ
高
度
が
順
次

下
が
る
。
高
位
面
と
低
位
面
は
比
高
約
三
メ
ー
ト
ル
の
崖
面
に
よ
っ
て

区
別
さ
れ
る
。
更
に
上
郷
で
沖
積
地
と
台
地
面
が
区
別
さ
れ
る
。
こ
れ

は
樫
井
川
が
扇
状
地
を
流
れ
る
に
あ
た
っ
て
、
北
か
ら
南
へ
と
間
隔
的

に
流
路
を
変
え
て
現
在
の
流
路
に
至
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
ま
た
各
地
形
面
に
は
、
例
え
ば
白
水
池
へ
向
か
う
帯
状
の
窪
地 　つ順扇野日すにト

て次状の、根る達ル
　　　　　　　　　　o
第3図　日根野の地形分類図

凡　例

囮山地および丘陵

　1上位面

II下位面

m　沖積面

　O　1000m

喜
窃
，

1

～
N

　
　
　
　
〆

Ila

囎　
“

嘲「層、 i魎一一”

蔓
！II
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台地上に位置する庄園村落の歴史地理学的考察（水田）

第4図　近世に新田となった位置
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田
は
G
り
郷
の
池
・
八
重
治
池
等
の
丘
陵
沿
い
の
土
地
、
㈲
白
水
池
周
辺
の
土
地
、

の
耕
地
は
傾
斜
地
に
あ
る
た
め
一
筆
耕
地
の
区
画
は
細
か
い
。
㈲
の
地
区
は
逆
に
一
筆
耕
地
の
区
画
は
大
き
く
、

の
が
多
い
。
0
9
の
地
区
は
史
料
に
は
僅
か
の
新
田
開
発
し
か
記
さ
れ
て
い
な
い
が

し
つ
つ
開
田
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
と
推
測
し
え
よ
う
。

　
日
根
野
の
開
発
の
事
情
を
推
測
す
る
た
め
に
水
利
組
織
を
述
べ
る
。
現
在
日
根
野
は
旧
市
場
村
と
共
に
泉
佐
野
市
日
根
野
土
地
改
良
区
に
属

し
て
い
る
．
そ
の
用
水
源
は
樫
井
川
と
丘
陵
沿
い
の
溜
池
に
頼
・
て
い
る
・
藩
方
式
と
し
て
は
溜
池
灌
整
越
地
区
に
属
し
て
い
る
青
天

や
鞍
部
を
も
っ
て
お
り
、
侵
食
は
段
丘
形
成
後
も
進
ん
で
い
た
と
考
え

ら
れ
る
。

　
複
雑
な
地
形
面
に
応
じ
て
耕
地
の
区
画
も
、
山
麓
付
近
は
等
高
線
に

平
行
に
細
長
く
、
或
い
は
谷
に
沿
っ
て
不
規
則
に
細
か
く
、
或
い
は
崖

面
に
沿
っ
て
弧
状
を
呈
す
る
。
扇
央
部
に
あ
た
る
野
口
・
西
出
の
西
部
・

野
々
地
蔵
付
近
は
耕
地
の
区
画
が
比
較
的
方
形
に
近
く
、
一
筆
毎
の
区

画
も
大
き
い
。
し
か
し
旧
市
場
村
・
長
滝
村
・
日
根
野
村
三
村
の
境
界

に
あ
た
る
地
区
は
戦
争
中
に
飛
行
場
建
設
の
計
画
が
な
さ
れ
、
区
画
整

理
が
行
な
わ
れ
た
の
で
、
か
っ
て
の
土
地
区
画
の
形
状
は
不
明
で
あ
る
。

　
耕
地
区
画
の
形
状
は
地
形
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
開

発
の
事
情
・
時
期
に
よ
っ
て
も
影
響
さ
れ
る
。
近
世
に
お
け
る
新
田
開

発
は
史
料
に
よ
れ
ば
約
二
三
町
歩
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ

の
位
置
を
小
字
地
名
に
よ
っ
て
比
定
す
れ
ば
第
四
図
の
如
く
な
る
。
新

　
　
　
　
の
上
郷
長
滝
庄
に
隣
接
す
る
地
区
に
分
布
し
、
ω
の
地
区
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
の
形
状
も
方
形
を
な
す
も

　
　
　
　
、
比
較
的
大
規
模
に
開
田
さ
れ
、
他
の
地
区
は
小
規
模
に
少
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第5図　日根野水利系統図
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を
抜
け
た
後
、
丹
生
神
社
跡
ま
で
台
地
の
上
位
面
の
崖
面
に
沿
っ
て
流
れ
、

受
け
て
水
量
を
増
し
、
台
地
の
上
位
面
の
水
田
へ
配
水
す
る
。
湯
川
用
水
は
ま
ず
滝
上
新
池
の
手
前
で
中
樋
水
銘
の
余
水
を
受
け
、

水
を
溜
池
に
貯
水
す
る
の
で
は
な
く
、
樫
井
川
の
用
水
を
溜
池
に
貯
水

し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
樫
井
川
の
水
を
上
流
の
大
木
の
取
水
口
に
て
雨

　
　
⑩

山
用
水
へ
と
り
、
土
丸
の
北
の
地
点
で
分
枝
し
て
大
池
と
郷
の
池
へ
貯

水
す
る
。
五
月
ま
で
は
尼
津
池
・
八
重
回
心
・
十
二
谷
池
は
天
水
を
貯

水
す
る
。
罪
証
期
に
な
る
と
大
池
か
ら
母
樹
池
へ
配
水
し
た
後
、
尼
津

池
か
ら
各
水
田
へ
配
り
、
同
時
に
大
井
関
神
社
の
境
内
を
通
る
湯
川
用

水
に
よ
っ
て
樫
井
川
よ
り
直
接
水
を
取
り
入
れ
各
水
田
へ
配
水
す
る
。

八
重
治
池
は
主
に
天
水
に
よ
っ
て
貯
水
し
十
二
谷
池
は
湯
川
用
水
に
よ

っ
て
貯
水
す
る
が
、
灌
潅
期
に
水
が
不
足
す
る
時
に
は
大
池
か
ら
用
水

を
補
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

　
水
利
事
情
を
述
べ
る
た
め
実
際
の
配
水
方
法
を
詳
述
す
る
。
ま
ず
大

池
の
す
ぐ
下
に
あ
る
十
郎
池
は
小
字
「
檜
本
尾
」
、
「
ア
ロ
チ
」
に
配
水

す
る
。
尼
津
池
は
市
道
水
路
と
底
樋
水
路
に
よ
っ
て
「
宮
の
後
」
、
「
市

道
」
付
近
に
配
水
し
、
中
山
水
路
に
よ
っ
て
「
北
の
前
」
、
「
大
門
の
上
」
、

「
塔
」
に
配
水
す
る
。
以
上
の
区
域
に
灌
瀧
し
て
余
っ
た
用
水
は
湯
川

用
水
路
へ
流
れ
込
む
。

　
湯
川
用
水
は
大
井
関
神
社
の
境
内
を
通
っ
て
、
慈
眼
院
の
宿
坊
の
下

　
　
十
二
谷
池
へ
通
ず
る
。
途
中
三
ケ
所
の
地
点
で
虚
蝉
池
の
余
水
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
ロ
タ
樋
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よ
り
支
路
へ
分
か
れ
て
［
，
久
の
木
」
、
「
青
」
及
び
そ
の
周
辺
へ
配
水
す
る
。
次
い
で
八
王
子
樋
よ
り
支
路
に
分
か
れ
て
「
八
王
子
」
、
「
加
口
」

「
御
館
」
か
ら
「
垣
外
」
ま
で
配
水
す
る
。
　
八
王
子
樋
を
過
ぎ
て
、
湯
川
用
水
は
尼
津
池
底
樋
水
路
の
余
水
を
受
け
た
後
、
ド
ソ
ド
樋
か
ら

「
宮
の
前
」
、
「
芝
久
保
」
、
「
垣
外
」
、
「
堂
前
」
、
「
町
屋
」
へ
配
水
す
る
。
末
端
の
垣
外
は
八
王
子
樋
と
補
完
し
な
が
ら
配
水
す
る
。
更
に
丹
生

神
社
跡
の
境
内
を
通
っ
た
湯
川
用
水
は
扇
状
地
の
上
位
面
に
流
路
を
と
り
、
チ
ョ
ッ
カ
イ
樋
に
至
る
。
チ
ョ
ッ
カ
イ
樋
よ
り
支
水
路
を
分
け
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
ョ
ウ
ダ

西
上
の
集
落
の
周
辺
の
水
田
へ
配
水
す
る
。
次
い
で
市
道
水
路
の
用
水
を
受
け
て
丁
田
樋
お
よ
び
フ
コ
ゾ
エ
樋
に
よ
っ
て
付
近
の
水
田
へ
配
水

さ
れ
、
余
っ
た
水
は
十
二
谷
池
へ
貯
水
さ
れ
る
。
な
お
末
端
の
樋
ま
で
水
が
な
い
場
合
は
十
二
谷
池
か
ら
水
を
逆
流
し
て
灌
瀧
す
る
。

　
第
五
図
に
明
ら
か
な
如
く
湯
川
用
水
は
、
上
流
の
樋
の
灌
概
面
積
が
広
く
下
流
の
樋
の
灌
面
積
は
狭
い
。
言
い
換
え
れ
ば
湯
川
用
水
は
扇
状

地
下
位
桁
を
中
心
に
概
樋
し
、
上
位
面
は
ほ
と
ん
ど
灌
慨
し
な
い
。
一
方
天
水
に
頼
る
八
重
治
池
・
白
水
池
は
、
灌
概
面
積
は
非
常
に
少
な
い
。

用
水
事
情
の
悪
い
地
点
は
八
王
子
樋
の
末
端
部
で
あ
る
。

　
以
上
を
要
約
す
れ
ば
、
日
根
野
の
水
田
の
大
部
分
は
大
池
を
親
池
と
す
る
溜
池
群
に
よ
っ
て
灌
概
さ
れ
扇
状
地
の
下
位
面
は
湯
川
用
水
が
主

と
し
て
灌
概
す
る
。

　
水
利
施
設
の
成
立
に
関
す
る
史
料
と
し
て
最
も
古
い
も
の
は
庄
園
絵
図
の
記
載
で
あ
る
。
次
い
で
十
二
谷
池
が
応
永
二
六
年
（
一
四
一
九
）
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

日
根
野
・
上
の
郷
・
鶴
原
村
三
村
の
農
民
に
よ
っ
て
築
造
さ
れ
、
永
享
十
二
年
（
一
四
四
〇
）
に
改
築
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し

な
が
ら
十
二
谷
池
は
既
に
庄
園
絵
図
に
記
載
の
あ
る
住
持
谷
池
と
名
称
が
同
｛
で
あ
り
、
位
置
も
ほ
ぼ
同
一
地
点
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
応

永
二
六
年
の
溜
池
の
築
造
と
は
庄
園
絵
図
に
見
え
る
小
規
模
な
溜
池
を
大
規
模
な
も
の
へ
と
改
造
し
た
こ
と
を
指
す
と
推
測
さ
れ
る
。
大
池
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

築
造
期
は
不
明
で
あ
る
が
、
樫
井
川
か
ら
大
池
へ
の
取
水
路
が
建
設
さ
れ
た
の
は
寛
文
十
二
年
（
一
六
七
二
）
で
あ
る
。
従
っ
て
大
池
が
親
池
の

役
割
を
果
た
す
の
は
こ
の
時
以
降
と
想
定
さ
れ
る
。
湯
川
用
水
の
成
立
に
関
し
て
は
、
庄
園
絵
図
に
は
用
水
は
描
か
れ
て
い
な
い
が
、
単
眼
院

所
蔵
の
境
内
図
に
既
に
描
か
れ
て
い
る
事
と
、
庄
園
図
に
大
井
関
神
社
が
「
大
井
関
大
明
神
」
と
し
て
記
か
れ
て
い
る
こ
と
の
二
点
か
ら
、
庄

園
図
の
描
か
れ
た
時
に
は
湯
川
用
水
は
既
に
築
造
さ
れ
て
い
た
と
推
測
し
え
よ
う
。

l14　（246＞



　
④
　
日
根
野
村
絵
図
の
位
置
比
定

　
神
社
と
し
て
は
、
東
端
に
大
井
関
大
明
神
が
あ
り
、
そ
の
他
に
溝
口
大
明
神
・
丹
生
大
明
神
お
よ
び
長
滝
庄
に
穴
通
神
社
（
蟻
通
神
社
）
が

見
え
る
。
大
井
関
大
明
神
は
現
在
も
扇
頂
部
に
式
内
社
日
根
神
社
と
共
に
祭
ら
れ
て
広
崎
な
境
内
を
有
す
る
。
大
井
関
神
社
は
和
泉
五
重
の
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

つ
に
数
え
ら
れ
る
有
力
な
神
社
で
、
現
在
そ
の
氏
子
の
分
布
範
囲
は
日
根
野
の
み
な
ら
ず
上
の
郷
・
長
滝
を
も
含
む
。
溝
口
大
明
神
丹
生
大
明

神
は
共
に
大
井
関
神
社
の
内
部
に
移
さ
れ
て
祭
ら
れ
て
い
る
。
長
滝
の
穴
通
神
社
は
秋
草
子
に
も
載
っ
て
い
る
有
名
な
神
社
で
、
第
二
図
に
参

道
と
共
に
載
っ
て
い
る
が
、
第
二
次
大
戦
中
長
滝
の
集
落
の
中
へ
移
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
院
は
無
辺
光
院
が
絵
図
に
は
描
か
れ
て
い
る
が
現
存
は
し
な
い
。

台地上に位置する庄園村落の歴史地理学的考察（水田）

第7図　無辺光院跡の地割（垣外門口）（昭和32）
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馬
場

4”怖而”舗’””「’

　
宮
の
後

　
　
葦

北
の
前
亘

　
　
ま

硲

　
　
　
　
山
場

子　
土
二

八

絵
図
の
表
現
か
ら
地
形
を
考
え
る
と
本
堂
の
背
後
を
叢
林
が
弧
状
に

取
り
巻
い
て
お
り
そ
の
背
後
に
傾
斜
面
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ

の
地
形
に
当
る
地
点
は
扇
状
地
の
上
位
面
と
下
位
面
の
地
形
区
界
に

あ
た
る
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
都
市
計
画
図
の
小
字
「
門
口
」
に

あ
た
る
。
絵
図
で
は
僧
坊
・
湯
屋
・
惣
門
を
有
し
て
い
る
大
寺
院
で

あ
る
が
今
は
「
惣
門
口
」
と
い
う
小
字
名
を
残
し
て
い
る
に
す
ぎ
な

い
。
現
在
注
目
さ
れ
る
寺
院
は
慈
眼
院
で
あ
る
。
前
述
の
如
く
鎌
倉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

期
の
阿
弥
陀
像
を
有
し
、
大
井
関
神
社
の
神
宮
寺
を
な
し
て
い
た
。

写
真
に
見
る
如
く
樫
井
川
の
水
を
引
い
た
湯
川
用
水
は
慈
眼
院
の
僧

坊
の
下
を
抜
け
て
い
る
。
従
っ
て
大
井
関
神
社
と
慈
眼
院
は
用
水
権

に
関
し
て
強
い
権
限
を
有
し
て
い
た
事
が
推
測
さ
れ
る
。

　
日
根
野
村
に
は
そ
の
他
十
七
世
紀
以
降
創
立
さ
れ
た
寺
院
の
み
し
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写真1　湯川用水と慈眼院る
。
江
戸
中
期
に
十
二
の
集
落
群
に
描
か
れ
て
い
る
日
根
野
は
仮
製
地
形
図
に
よ
れ
ば
東
上
、

地
蔵
・
俵
屋
新
田
の
八
集
落
に
減
少
し
て
い
る
。
集
落
は
江
戸
期
に
次
第
に
凝
集
し
て
い
く
傾
向
が
み
ら
れ
る
。

　
日
根
野
は
何
度
も
中
世
を
通
じ
て
戦
乱
の
舞
台
と
な
り
、
南
北
朝
期
に
は
槌
丸
城
を
め
ぐ
っ
て
戦
が
行
な
わ
れ
た
。
十
六
世
紀
初
頭
の
政
基

　
　
　
　
　
　
　
⑱

公
旅
引
付
に
よ
れ
ば
、
庄
民
は
堺
に
本
拠
を
も
つ
守
護
細
川
氏
方
の
武
士
に
跳
梁
さ
れ
て
僅
か
数
力
率
の
間
に
数
回
の
被
害
を
受
け
た
。
更
に

武
士
と
和
泉
山
地
の
南
の
根
来
衆
の
対
立
か
ら
日
根
野
が
衝
突
の
舞
台
と
な
り
、
そ
の
度
に
庄
民
は
家
を
離
れ
て
背
後
の
山
へ
一
時
避
難
し
た
。

以
上
の
よ
う
な
戦
乱
の
た
め
集
落
の
様
相
に
は
若
干
の
移
動
が
考
え
ら
れ
る
。

　
絵
図
に
見
え
る
集
落
は
小
塚
よ
り
八
重
池
へ
至
る
道
路
沿
い
に
三
～
九
戸
ず
つ
並
ん
で
い
る
。
各
集
落
の
位
置
の
比
定
の
た
め
に
絵
図
に
見

え
る
名
称
の
う
ち
現
存
し
て
い
る
も
の
を
探
し
て
み
る
と
、
小
字
「
八
王
子
」
、
「
小
塚
」
　
「
牛
神
松
」
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
小
字
「
小
塚
」
は

余
り
に
も
広
大
で
位
置
比
定
の
基
準
に
と
り
難
い
。
絵
図
中
の
小
塚
と
い
う
石
車
が
あ
っ
た
と
お
ぼ
し
き
野
口
の
西
の
田
圃
の
畦
畔
上
に
写
真

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

の
如
き
天
保
九
年
の
銘
の
石
碑
が
残
っ
て
い
る
。
そ
の
他
位
置
比
定
の
基
準
と
な
る
の
は
中
央
の
大
き
な
建
物
で
あ
る
。
無
辺
光
院
の
本
堂
か

か
な
く
、
中
世
以
来
存
続
す
る
寺
院
は
な
い
。
又
、
絵
図
の
禅
興
寺
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

壇
姿
羅
密
寺
は
長
滝
・
市
場
内
に
僅
か
に
塔
を
と
ど
め
る
に
す
ぎ
な
い
。

　
集
落
に
関
し
て
は
、
現
在
で
は
旧
日
根
野
村
役
場
の
あ
っ
た
西
上
が

戸
数
を
増
し
、
明
治
初
期
の
仮
製
地
形
図
に
見
る
小
村
状
の
様
相
は
既

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

に
な
い
。
江
戸
中
期
に
描
か
れ
た
和
泉
国
細
見
図
に
よ
れ
ば
、
藩
政
村

日
根
野
村
の
集
落
は
次
の
地
区
に
描
か
れ
て
い
る
。
即
ち
、
東
上
・
溝

口
・
久
の
木
中
筋
・
青
・
願
仏
心
堂
出
・
堂
出
・
西
出
の
九
つ
で

あ
る
。
そ
し
て
現
在
の
旧
日
根
野
村
内
の
集
落
の
う
ち
、
野
口
は
上
の

郷
に
所
属
し
、
野
々
地
蔵
、
俵
屋
新
田
は
新
田
と
し
て
所
載
さ
れ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
上
、
新
道
出
　
中
筋
・
西
出
・
野
口
．
野
々
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写真2　野口南方の塚　
耕
地
は
水
利
系
統
か
ら
み
て
、
溜
池
に
よ
っ
て
灌
概
さ
れ
る
丘
陵
沿
い
の
地
区
と
、

に
か
け
て
の
地
区
と
に
分
か
れ
て
い
た
。
推
測
を
加
え
る
な
ら
ば
十
六
世
紀
初
頭
の
日
根
野
庄
の
東
方
・
西
方
の
番
頭
制
は
こ
の
二
灌
洩
地
区

に
対
応
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
東
方
は
湯
川
用
水
に
、
西
方
は
溜
池
灌
概
に
依
存
し
た
。
守
護
勢
力
に
浸
透
さ
れ
た
時
、
西
方
は
守
護
の
勢
力

下
に
入
り
、
東
方
は
領
家
九
条
家
に
あ
く
ま
で
従
っ
た
。
そ
れ
は
東
方
が
武
家
方
の
本
拠
泉
佐
野
に
遠
い
故
の
み
で
な
く
、
水
利
権
を
通
じ
て

強
く
領
家
と
結
び
つ
い
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
集
落
の
う
ち
熊
野
街
道
沿
い
に
九
戸
並
び
、
人
宿
本
庄
家
と
し
て
既
に
宿
場
を
形
成
し
て
い
る
の
が
現
在
の
市
場
に
あ
た
る
。
中
央
部
に
描

ら
正
面
に
あ
り
、
そ
の
地
点
に
は
現
在
小
字
「
惣
門
口
」
が
残
っ
て
い
る
ぴ

　
　
㈲
　
十
四
世
紀
初
頭
の
日
根
野
の
様
相

　
前
項
の
調
査
に
よ
っ
て
集
落
の
位
置
を
推
測
し
日
根
野
村
の
中
世
的
景
観
を
推
定
し
た
も

の
が
第
八
図
で
あ
る
。
明
治
二
〇
年
の
仮
製
地
形
図
の
道
路
と
、
都
市
計
画
図
に
見
ら
れ
る

小
さ
な
道
路
と
を
も
と
に
し
て
、
前
述
の
景
観
要
素
を
も
考
慮
し
た
う
え
で
、
絵
図
に
描
か

れ
た
中
世
の
道
路
を
推
定
し
、
そ
れ
を
太
線
で
記
入
し
た
。

　
扇
状
地
の
中
央
に
は
荒
野
が
展
開
し
て
い
る
。
耕
地
に
な
っ
て
い
る
部
分
は
山
麓
付
近
と
、

湯
川
用
水
か
ら
水
を
引
き
や
す
い
扇
状
地
下
位
面
で
あ
る
。
絵
図
の
注
記
に
は
本
公
田
と
し

て
合
計
二
六
町
余
、
寺
内
分
七
町
余
の
耕
地
面
積
が
記
さ
れ
て
い
る
。
間
接
的
な
資
料
な
が

ら
「
政
基
公
旅
引
付
」
に
は
応
永
二
四
年
（
一
四
一
七
）
の
日
根
野
村
の
百
姓
名
の
田
地
二
五

町
二
反
六
十
歩
総
計
五
四
町
余
と
あ
り
、
公
田
の
系
統
を
ひ
く
百
姓
名
の
保
有
面
積
は
村
絵

図
の
注
記
に
ほ
ぼ
照
応
し
て
い
る
。
村
絵
図
の
総
計
三
三
町
余
、
応
永
二
四
年
（
［
四
一
七
）

の
総
計
五
四
直
面
の
面
積
は
昭
和
初
期
の
耕
地
と
比
べ
て
非
常
に
少
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
湯
川
用
水
に
よ
っ
て
灌
概
さ
れ
る
八
王
子
か
ら
上
の
郷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
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第8図日根野村想定図

凡　例

θ溜池
・民　家
O　民家（位置不詳の
　　　　　　もの）
L無辺光院
2．丹生神社
3．惣門口
4．牛　神
5．小　塚
6．蟻道神社

。 工OOOm

市
場

9亀

　　　曝　　匿塾
。，es

　　・　三
巴の郷

　　　観＋こ谷池6蝦
　　　　：一騨　　o

票継四獣
　　　。、　　酔趣
　　　　水　1　尾津池

　　」iピ＼こ輪

　　　　　の
＿鯉＿く三ρ

長
滝
村

①
『
泉
佐
野
市
史
』
昭
和
三
二
年
に
よ
る
。

②
井
上
光
貞
『
日
本
古
代
の
国
家
と
仏
教
』
昭
和
四
六
年

③
前
掲
注
①

④
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
日
根
野
村
絵
図

⑤
慎
眼
院
所
蔵
井
関
神
社
境
内
図

⑥
大
越
勝
秋
「
和
泉
に
お
け
る
宮
卿
と
農
業
用
水
・
共
有
山
」
（
「
歴
史
地
理
学
紀

　
要
』
9
・
昭
和
四
二
年
）

⑦
前
掲
注
③
田
沼
睦
・
島
田
次
郎
「
荘
圃
働
の
解
体
と
村
落
」
　
（
『
日
本
歴
史
論

か
れ
て
い
る
集
落
は
い
ず
れ
も
耕
地
と
荒
地
の
接
点
に
位
置
し
て
い
る
。
集

落
及
び
道
路
は
上
郷
・
長
滝
へ
通
ず
る
道
路
を
中
心
に
配
置
さ
れ
、
西
上
一

野
々
地
蔵
方
向
へ
通
ず
る
現
在
の
道
路
の
配
置
と
全
く
異
な
る
。
集
落
の
規

模
も
荒
地
を
周
囲
に
広
く
有
し
て
い
た
西
上
が
最
も
拡
大
し
て
い
る
。
そ
し

て
無
辺
光
院
の
境
内
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
丹
生
神
社
付
近
の
民
家
は
消
失

し
て
い
る
。
即
ち
既
に
開
発
の
割
合
進
ん
で
い
た
下
位
面
の
集
落
は
固
定
的

で
あ
る
が
、
開
発
の
進
ん
で
い
な
い
上
位
面
は
中
世
以
降
の
変
動
・
新
設
の

行
な
わ
れ
た
集
落
が
多
い
。

　
最
後
に
庄
園
絵
図
の
地
図
と
し
て
の
役
割
を
考
え
る
な
ら
ば
、
基
準
の
少

な
い
台
地
を
表
現
す
る
に
際
し
て
部
分
的
ひ
ず
み
が
大
き
く
、
山
地
丘
陵
の

表
現
も
正
確
な
描
写
と
は
言
い
え
ず
、
そ
の
点
を
割
引
い
て
見
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
が
、
そ
の
景
観
要
素
の
豊
富
さ
は
庄
園
の
様
相
を
示
す
資
料
と
し

て
優
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
究
』
所
収
、
昭
和
一
二
六
年
）

　
　
　
　
⑧
前
掲
注
①

　
　
　
　
⑨
竹
内
常
行
・
堀
内
義
隆
「
大
阪
平
野
南
部
の
溜
池
灌
瀧
・
と
く
に
樫
井
川
流
域

　
　
　
　
　
に
つ
い
て
」
（
『
地
理
学
評
論
」
三
二
巻
三
号
、
昭
和
三
〇
年
）

⑩
昭
和
3
5
年
の
大
阪
府
農
業
改
良
事
業
に
よ
り
完
成
。

　
て
通
じ
て
い
た
。

⑪
日
根
野
土
地
改
良
区
事
務
所
に
て
聴
取
。

⑫
前
掲
注
①

そ
の
前
は
雨
山
を
迂
回
し
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＠＠＠　ds

前
掲
注
①

大
越
、
前
掲
注
⑤

前
掲
注
④
に
よ
る
。

前
掲
注
①

二
　
随
心
院
領
紀
伊
国
井
上
本
庄
絵
図

＠　ts　＠＠

前
掲
注
①
所
収

宮
内
庁
書
陵
部
『
政
基
公
旅
引
付
』
昭
和
三
九
年

道
路
が
開
田
に
よ
っ
て
移
動
し
畦
畔
に
残
さ
れ
た
と
考
え
る
ら
れ
る
。

田
沼
睦
「
公
家
庄
園
の
動
向
」
（
『
宮
内
庁
書
陵
部
紀
要
』
5
琴
、
昭
和
三
七
年
）

　
ω
　
井
上
本
庄
と
同
絵
図

　
紀
伊
国
井
上
本
庄
は
随
心
院
を
領
家
と
し
た
庄
園
で
あ
っ
た
。
東
に
隣
接
す
る
地
区
が
粉
河
寺
域
に
あ
た
り
、
井
上
本
庄
と
粉
河
寺
領
と
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

問
に
争
論
が
く
り
返
さ
れ
た
。
そ
の
う
ち
明
徳
四
年
（
＝
二
九
三
）
の
争
論
の
際
に
作
成
さ
れ
た
も
の
が
井
上
本
庄
絵
図
で
あ
る
。
井
上
本
庄
の

在
地
の
動
向
に
関
し
て
は
明
き
ら
か
で
は
な
い
点
が
多
い
の
で
、
絵
図
に
よ
っ
て
十
四
世
紀
末
期
の
庄
園
村
落
の
開
発
の
状
態
を
復
元
し
て
み

た
い
。

　
　
　
　
　
　
②

　
井
上
本
庄
絵
図
は
六
五
×
五
三
糎
の
和
紙
に
、
墨
お
よ
び
青
・
緑
・
赤
な
ど
で
彩
色
豊
か
に
描
か
れ
て
い
る
。
北
に
和
泉
山
脈
を
南
に
紀
の

川
（
吉
野
河
）
お
よ
び
紀
伊
山
地
を
描
き
、
朱
墨
に
よ
っ
て
西
隣
の
井
上
新
庄
お
よ
び
菓
隣
の
粉
河
寺
領
と
の
境
界
を
明
示
す
る
。
そ
の
内
部

に
井
上
本
庄
の
景
観
が
描
か
れ
て
い
る
。
井
上
新
庄
の
谷
に
源
を
発
す
る
志
野
河
が
庄
園
の
中
央
を
西
か
ら
東
へ
流
れ
、
東
側
の
粉
河
寺
領
と

の
境
を
深
田
河
と
名
を
変
え
て
蛇
行
を
し
な
が
ら
吉
野
河
（
紀
の
川
）
へ
そ
そ
ぐ
。
深
田
河
の
北
に
「
井
上
ノ
井
戸
」
、
「
コ
河
の
井
戸
」
と
あ

る
の
は
灌
概
用
水
の
取
水
口
と
思
わ
れ
る
。
大
小
の
溜
池
が
庄
園
の
東
北
部
お
よ
び
西
南
部
に
集
中
し
て
い
る
。
集
落
は
五
～
八
戸
の
家
屋
群

に
よ
っ
て
描
か
れ
、
　
「
在
家
」
と
注
記
さ
れ
て
い
る
。
大
き
な
神
社
は
風
早
神
社
の
み
で
あ
る
が
、
小
さ
な
神
社
・
寺
院
が
数
多
く
描
か
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

い
る
。
耕
地
は
日
根
野
村
絵
図
と
同
様
直
線
の
交
錯
に
よ
っ
て
示
し
、
更
に
そ
の
内
部
に
細
か
く
稲
穂
を
描
い
た
上
、
耕
地
の
種
類
を
「
田
」
、

「
フ
ケ
田
」
、
「
畠
」
、
「
田
畠
」
と
注
記
し
て
示
し
て
い
る
。
耕
地
の
間
に
は
丘
陵
も
描
か
れ
て
お
り
記
載
内
容
の
非
常
に
豊
富
な
絵
図
で
あ

る
。

ユ19　　（251）



図絵庄本上井国伊紀第9図

　　　蔀無顔
井
上
本
庄
西
堺

㌣
～、

③7

前
池○

㊥
・

　
　
　
　
《

（252＞120



台地上に位置する庄園村落の歴史地理学的考察（水田）

　
ω
　
井
上
本
庄
の
現
状
と
絵
図
の
位
置
比
定

　
井
上
本
庄
の
庄
域
は
行
器
的
に
は
現
在
の
那
賀
郡
旧
長
田
村
大
字
北
長
田
・
長
田
中
別
所
・
深
田
・
嶋
に
あ
た
る
。
南
北
に
細
長
く
、
東
西

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

の
巾
は
広
い
地
点
で
も
一
得
に
も
満
た
な
い
。
地
形
的
に
は
大
部
分
を
紀
の
川
の
中
位
段
丘
面
が
占
め
、
吉
野
河
沿
い
の
段
丘
崖
下
の
沖
積
面

が
一
部
含
ま
れ
る
。

　
絵
図
の
東
南
隅
の
風
早
神
社
は
粉
河
寺
領
と
の
境
界
線
上
に
置
か
れ
て
い
る
が
、
現
在
も
隣
接
す
る
松
井
と
の
大
字
境
に
あ
り
、
社
殿
が
二

つ
並
ん
だ
様
式
も
現
在
と
全
く
変
わ
っ
て
い
な
い
。
北
部
の
山
麓
に
「
山
神
」
、
「
北
山
鎮
守
」
が
、
中
央
に
「
号
三
百
余
所
面
構
が
あ
る
が
い

ず
れ
も
現
在
は
消
失
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
山
神
は
宮
の
前
と
い
う
小
字
に
跡
地
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
神
体
は
風
鷲
神
社
境
内
に
移
さ
れ

て
い
る
。
寺
院
は
観
音
堂
二
つ
と
、
ア
ミ
ダ
堂
・
薬
師
堂
・
観
音
堂
・
帝
釈
堂
の
計
六
つ
が
見
ら
れ
る
が
、
現
在
ま
で
続
い
て
い
る
も
の
は
な

い
。　

庄
園
の
中
央
を
流
れ
る
河
は
、
志
野
河
・
深
田
河
・
門
河
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
現
在
長
田
川
と
名
称
を
変
え
て
段
丘
を
大
き
く
開
折
し
て
流

れ
て
い
る
。
従
っ
て
流
路
の
変
更
の
余
地
は
余
り
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
絵
図
に
よ
れ
ば
フ
ケ
田
付
近
を
、
深
田
河
が
「
古
垣
内
」
の
西
を
流

第10図　井上本庄地形図

れ
て
い
る
が
、
現
在
こ
の
河
は
粉

河
町
と
の
境
界
と
な
り
、
河
の
東

側
に
井
上
本
庄
の
集
落
は
存
在
し

え
な
い
。
こ
の
付
近
で
は
長
田
川

は
巾
約
百
メ
ー
ト
ル
の
谷
を
刻
ん

で
流
れ
て
お
り
、
そ
の
範
囲
内
で

東
西
に
流
路
を
変
え
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
粉
河
寺
領
と
の
境
に
は
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「
コ
河
ノ
井
戸
」
と
注
記
が
多
く
灌
概
用
水
の
取
水
口
と
考
え
ら
れ
る
が
現
在
は
全
く
取
水
し
て
い
な
い
。

　
溜
池
は
大
小
合
わ
せ
て
十
五
、
絵
図
に
描
か
れ
て
い
る
。
絵
図
の
位
置
お
よ
び
名
称
が
共
に
現
在
ま
で
継
承
さ
れ
て
い
る
の
は
第
十
一
図
に

見
る
如
く
滝
谷
池
・
上
池
・
林
池
・
土
呂
く
池
・
道
池
・
柿
谷
池
で
あ
る
。
金
剛
谷
池
は
小
田
井
用
水
の
築
造
に
よ
っ
て
潰
さ
れ
た
が
、
位

置
を
比
定
し
う
る
。
従
っ
て
溜
池
は
十
五
の
う
ち
七
つ
と
約
半
数
を
比
定
し
え
、
こ
の
比
定
し
た
溜
池
は
い
ず
れ
も
段
丘
を
開
興
し
た
谷
を
利

第11図　井上本庄域の溜池と主要水路
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溜　池　名

翻1池・綱馨図の名

1 滝の池 滝谷池
2 上の池 上　　池

3 蓮　　池

4 林　　池 林　　池

5 西泥池 五

6 上泥池
呂
五

7 下鏡池 呂

8 下泥池
池

9 柳　　池

10 平　　池

11 子持池
12 蓮　　池

13 宮の池 道　　池

14 観音池
15 コ　ト池

16 阿弥陀池

17 澱　　池

18 興津池
19 壇・内池 柿谷池

（20） 金岡俗池 金剛谷池

用
し
て
築
か
れ
て
お
り
、
い
ず
れ
も
天
水
を
貯
水

し
易
い
地
点
に
あ
る
。
規
模
は
い
ず
れ
も
小
さ
く
、

形
も
不
規
則
で
古
い
時
代
の
溜
池
を
う
か
が
わ
せ

る
。　

一
方
柳
池
・
平
池
・
阿
弥
陀
池
・
皿
池
な
ど
段

丘
の
平
坦
面
の
う
え
に
築
か
れ
た
い
わ
ゆ
る
皿
池

は
絵
図
に
は
描
か
れ
て
い
な
い
新
し
い
池
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
上
流
の
余
水
以
外
に
は
集
水
し
え
な
い
。

現
在
の
こ
の
地
区
の
灌
概
系
統
を
見
る
と
、
近
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

の
初
頭
に
志
野
河
の
上
流
に
桜
池
が
築
造
さ
れ
て

以
来
、
周
辺
の
二
七
村
が
そ
の
水
懸
り
と
な
っ
て

い
る
。
第
十
一
図
に
見
る
如
く
志
野
川
の
北
部
の

北
長
田
は
、
桜
池
の
水
路
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
全
域
が

灌
概
さ
れ
る
。
特
に
注
意
す
べ
き
も
の
は
下
泥
池

の
下
流
に
あ
る
七
反
田
三
三
で
あ
る
。
こ
れ
は
絵
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台地上に位置する庄園村落の歴史地理学的考察（水田）

図
に
注
記
さ
れ
た
「
井
上
ノ
井
戸
」
の
可
能
性
が
あ
る
。
志
野
川
の
南
は
欠
の
井
堰
に
よ
っ
て
小
景
井
田
、
東
行
寺
・
森
崎
・
野
手
へ
配
水
さ

れ
る
。
そ
の
余
水
が
着
筆
・
平
池
へ
貯
水
さ
れ
る
。
開
折
さ
れ
た
谷
に
あ
る
久
保
垣
内
へ
は
松
の
井
堰
か
ら
、
上
清
水
・
下
流
水
へ
は
清
水
の

井
堰
よ
り
配
水
さ
れ
る
。
深
田
は
桜
池
の
水
を
貯
水
し
た
阿
弥
陀
池
・
皿
池
よ
り
実
需
さ
れ
る
。
沖
積
地
は
小
田
井
用
水
と
下
位
面
は
藤
崎
用

水
と
両
者
で
灌
瀧
さ
れ
て
い
る
。

　
段
丘
上
の
い
わ
ゆ
る
皿
池
も
桜
池
の
水
に
頼
っ
て
は
じ
め
て
貯
水
で
き
る
。
従
っ
て
そ
れ
ら
の
溜
池
の
大
部
分
は
薫
製
が
築
造
さ
れ
た
際
、

あ
る
い
は
築
造
後
に
設
置
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
桜
池
築
造
以
前
に
存
在
し
た
い
わ
ゆ
る
皿
池
に
つ
い
て
は
、
重
要
な
水
源
で
あ
っ
た
志
野

川
の
水
を
、
段
丘
面
へ
取
水
で
き
る
井
堰
を
利
用
し
て
貯
水
し
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
当
時
の
庄
園
内
の
灌
概
全
般
を
見
る
と
、

や
は
り
庄
園
内
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
開
折
谷
を
利
用
し
た
溜
池
の
役
割
が
高
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
耕
地
の
分
布
は
前
述
の
灌
概
施
設
と
も
関
連
し
て
い
る
が
、
ほ
ぼ
庄
園
内
の
全
域
に
見
ら
れ
る
。
絵
図
に
は
前
述
の
如
く
、
田
・
問
田
・
フ

ケ
田
・
田
畠
・
畠
・
大
迫
・
な
ど
の
注
記
が
あ
る
。
田
・
黒
田
・
フ
ケ
田
と
記
さ
れ
て
い
る
場
所
は
北
東
部
の
溜
池
群
の
周
辺
、
欠
の
井
堰
の

灌
漉
区
域
と
想
定
さ
れ
る
道
池
の
東
の
集
落
付
近
、
小
池
等
の
東
の
地
区
、
深
田
河
の
開
折
谷
の
松
の
井
堰
・
清
水
の
井
堰
の
灌
概
区
域
と
想

定
さ
れ
る
地
区
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
田
畠
と
記
さ
れ
て
い
る
の
は
吉
野
河
の
沖
積
地
に
限
ら
れ
る
。
井
上
庄
の
耕
地
に
は
水
田
の
み
で
な
く
水

利
の
不
便
な
場
所
に
は
畠
が
か
な
り
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

　
集
落
は
、
六
～
八
戸
の
家
屋
群
が
七
つ
み
ら
れ
る
。
志
野
川
の
北
に
は
北
村
在
家
が
二
つ
に
分
か
れ
て
存
在
し
て
い
る
が
、
現
在
の
北
長
田

は
欠
尾
・
垣
内
・
東
尾
の
三
小
字
に
分
散
し
て
い
る
。
志
野
河
の
南
の
森
前
田
と
注
記
の
あ
る
部
分
の
集
落
は
長
田
中
の
西
垣
内
に
あ
た
り
、

そ
の
東
の
集
落
は
東
垣
内
で
あ
る
。
古
垣
内
は
河
の
東
へ
の
流
路
変
遷
に
よ
っ
て
西
の
段
丘
崖
下
に
移
動
し
た
深
田
で
あ
る
。
庄
園
西
南
端
の

嶋
村
在
家
は
吉
野
河
の
沖
積
低
地
に
位
置
し
、
現
在
の
島
の
集
落
で
あ
る
。
但
し
風
早
神
社
の
西
の
嶋
村
在
家
は
深
田
に
現
在
属
し
て
い
る
集

落
と
考
え
ら
れ
る
。

　
㈲
　
中
世
の
井
上
本
庄
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井
上
本
庄
の
集
落
は
、
絵
図
か
ら
児
て
十
四
世
紀
末
に
は
小
村
状
を
な
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
現
在
の
集
落
も
工
○
～
三
〇
立
下
り
の
民

家
の
集
ま
っ
た
小
村
を
な
し
て
い
る
。
北
長
田
の
民
家
が
分
散
し
、
深
田
の
位
置
が
変
わ
り
、
別
所
が
新
し
く
形
成
さ
れ
た
他
は
割
合
変
化
し

て
い
な
い
。
既
に
近
世
の
一
集
落
翻
一
藩
政
紺
の
基
盤
が
ほ
と
ん
ど
完
成
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
背
景
と
し
て
、
段
丘
上
の
土
地
は
地
形
を
巧
み
に
利
用
し
て
溜
池
が
築
か
れ
、
用
水
の
引
き
難
い
地
点
は
畠
と
し
て
開
拓
が
進
展
し
て

い
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　
①
早
稲
田
大
学
文
学
部
西
岡
研
究
室
『
荘
園
関
係
絵
図
展
園
録
狩
解
説
臨
昭
和
叢
　

④
近
藤
忠
「
紀
の
川
の
段
丑
面
の
新
開
発
計
画
」
（
『
日
本
地
誌
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
・
近

　
　
五
年
・
七
八
頁
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
畿
地
方
』
所
収
、
昭
和
三
九
年
）

　
②
　
京
都
随
心
院
所
蔵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
　
仁
井
田
好
育
『
紀
伊
続
風
土
記
』
巻
三
一
、
天
保
一
〇
年

　
③
稲
穂
は
繊
細
に
表
現
に
表
現
さ
れ
て
い
る
た
め
図
で
は
省
略
し
た
。
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三
　
神
護
寺
領
紀
侵
国
桿
田
庄

　
ω
　
搾
田
庄
と
同
絵
図

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
棉
田
庄
は
西
岡
虎
之
助
氏
の
詳
細
な
研
究
に
よ
れ
ば
、
天
長
二
年
（
八
二
五
）
在
地
の
豪
族
日
根
秋
友
が
棟
田
嶋
六
十
町
を
開
発
し
た
こ
と
に

始
ま
る
。
そ
の
陽
至
は
下
居
、
爾
は
大
川
、
酉
は
世
山
川
前
、
北
は
四
津
谷
お
よ
び
萬
再
嫁
に
よ
っ
て
限
ら
れ
る
。
日
根
秋
友
は
そ
の
治
田
お

よ
び
轟
を
国
免
の
地
と
し
、
子
孫
に
伝
え
て
い
っ
た
。
そ
の
後
有
力
者
を
頼
っ
て
庄
園
と
し
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
平
安
時
代
末
期
に
は
後

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

白
河
院
庁
が
本
家
と
し
て
伝
領
し
て
い
た
。
霧
永
二
年
（
　
一
八
三
）
後
白
河
院
が
神
建
言
に
桔
田
庄
を
寄
進
す
る
際
に
庄
園
絵
図
が
作
成
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
複
製
が
現
地
の
宝
来
山
神
社
に
見
ら
れ
る
。
そ
の
付
属
文
書
に
よ
っ
て
梓
田
庄
の
寄
進
の
様
子
が
明
き
ら
か
と
な
る
。

　
　
神
護
寺
領
紀
伊
国
林
田
庄

後
白
河
院
禦
附
漂
葺
鶴
＋
合

　
　
在
管
伊
都
郡



・台地上に位置する庄園村落の歴史地理豪的考察（水圏）

四
至

限
東
下
居
　
限
南
大
河

限
西
世
山
河
前
　
限
北
四
津
谷
葛
木
峯

膀
示
五
箇
所

　
　
一
所
巽
下
居
大
垣
内
西
鼻
重
作
畠

　
　
一
所
南
紀
伊
河
南
岸
栢
木
本
渋
田
庄
堺

　
　
皿
所
坤
静
河
庄
名
手
庄
堺

　
　
一
所
乾
静
河
西
岸
安
穂
法
師
作
田
堺

　
　
｝
所
良
静
河
庄
高
野
本
庄
大
松
東
小

　
　
　
　
谷
口
友
国
作

当
時
難
所
納
之
庁
禦
葦
傷
軽
㌍
同
立
券
厩
膳
薙
臼

両
巻
之
四
至
誘
示
書
出
之
事

　
　
延
徳
三
年
三
月
　
日
　
　
年
預
多
聞
院

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
法
印
権
大
僧
都
（
花
押
）

と
あ
っ
て
絵
図
作
成
の
契
機
と
な
っ
た
庄
園
の
寄
進
の
経
過
お
よ
び
絵
図
の
中
に
記
さ
れ
た
膀
示
の
位
置
を
知
り
う
る
。

　
桔
田
庄
絵
図
は
一
一
五
・
六
×
九
六
糎
の
和
紙
に
描
か
れ
て
い
る
。
中
央
を
東
南
に
紀
伊
川
が
流
れ
静
川
が
北
都
の
葛
木
山
と
田
田
の
背
後

の
丘
陵
大
豆
畑
中
山
と
の
間
の
谷
を
流
れ
、
図
の
左
端
で
直
角
に
曲
が
っ
た
後
、
名
手
庄
と
の
境
で
紀
伊
川
に
合
流
し
て
い
る
。
南
部
は
志
富

田
庄
を
へ
て
紀
伊
山
地
に
連
な
る
。
躍
進
庄
の
鳳
至
は
五
箇
所
黒
点
に
て
示
し
、
そ
の
位
置
は
宝
来
山
神
社
の
所
蔵
文
書
の
示
す
地
点
で
あ
る
。

梓
田
庄
内
の
集
落
は
大
豆
畑
中
山
の
麓
に
四
～
六
戸
の
三
集
落
が
分
布
し
、
大
道
沿
い
に
五
戸
が
街
道
状
に
並
ん
で
い
る
。
蓬
田
庄
の
東
北
に

大
き
な
鳥
居
を
備
え
た
八
幡
宮
と
お
堂
が
祀
ら
れ
て
い
る
。
耕
地
は
交
錯
し
た
線
で
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
他
紀
伊
川
中
の
小
島
が
目
立
つ
。
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第12図紀伊国搾田庄絵図
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台地上に伎置する庄騒村落の歴史地理学的考察（水田）

　
ω
　
井
上
庄
絵
図
の
現
地
比
定
、

　
棟
田
庄
は
現
在
伊
都
郡
か
つ
ら
ぎ
町
の
笠
田
付
近
に
あ
た
る
。
虻
田
庄
付
近
に
は
紀
の
川
の
上
位
段
丘
が
分
布
し
て
い
る
が
、
紀
の
川
の
狭

隆
部
に
あ
た
り
、
そ
の
狭
駐
部
に
舟
岡
山
と
い
う
小
島
が
あ
る
た
め
氾
濫
原
が
広
が
り
、
段
丘
面
の
幅
が
非
常
に
狭
く
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
麓
緩
斜
面
と
山
地
が
北
部
に
並
ん
で
い
る
。
静
川
沿
い
は
谷
底
平
野
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
わ
ず
か
に
展
開
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桂
田
庄
の
範
囲
を
絵
図
と
の
比
較
に
よ
っ
て
考
察
す
れ
ば
、
西
は
静
川

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
紀
伊
川
の
合
流
点
に
て
名
手
庄
と
の
境
界
と
な
り
、
静
川
左
岸
は
桂
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
儲
物
と
な
っ
て
い
る
。
絵
図
で
は
静
川
は
曲
流
し
て
い
る
が
、
絵
図
の
構

図　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
成
の
た
め
に
ゆ
が
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
南
は
南
岸
の
嶋
が
志
富
田
庄

形
鋤
　
　
　
　
．
諺
肥
，
．
島
誘
　
　
　
が
下
居
の
西
で
拡
大
し
て
い
る
点
か
ら
現
在
の
下
居
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
か
し
大
道
と
記
さ
れ
て
い
る
大
和
街
道
が
直
角
に
曲
が
り
、
支
路
が
北

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
部
の
丘
陵
を
抜
け
て
静
川
へ
達
し
て
い
る
こ
と
、
搾
田
庄
内
の
八
幡
宮
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
位
置
は
東
限
に
近
く
、
紀
伊
川
南
部
の
嶋
の
氾
濫
原
が
中
央
付
近
よ
り
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
な
い
と
い
う
三
点
か
ら
榛
田
庄
の
無
限
は
笠
田
中
と
笠
田
東
の
境
界
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
考
え
る
の
が
妥
当
と
思
わ
れ
る
。
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神
社
は
八
幡
宮
と
堂
の
神
宮
寺
が
描
か
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
じ
。
八
幡
宮
は
境
内
も
広
く
、
立
派
な
鳥
居
も
有
し
て
い
る
。
現
在
名
称
を
宝

来
山
神
社
と
変
え
、
社
伝
に
は
「
宝
亀
四
年
（
七
七
三
）
和
気
清
麻
呂
公
八
幡
宮
ヲ
勧
請
シ
・

第14図　増田盲域の地形および水構図
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い
の
で
正
確
な
造
営
期
は
不
明
で
あ
る
。

　
庄
園
の
範
囲
を
示
す
膀
示
は
現
在
一
箇
所
も

残
っ
て
い
な
い
。

　
耕
地
は
絵
図
に
見
る
如
く
一
面
に
交
錯
し
た

直
線
に
よ
っ
て
描
か
れ
る
。
そ
の
分
布
範
囲
は

大
豆
畑
中
山
な
ど
背
後
の
丘
陵
と
大
道
ま
で
の

間
の
土
地
、
南
岸
の
氾
濫
原
お
よ
び
丘
陵
の
西

に
広
が
る
静
川
谷
の
土
地
に
あ
た
る
。
当
時
の

嶋
の
耕
地
の
範
囲
は
、
志
富
田
庄
域
と
の
境
に

は
段
丘
崖
が
示
さ
れ
て
い
て
、
紀
の
川
の
自
然

堤
防
ま
で
の
区
域
が
は
っ
き
り
と
限
定
さ
れ
て

い
る
。
又
静
川
谷
も
山
麓
か
ら
谷
底
ま
で
の
耕

地
を
お
の
ず
と
確
定
し
う
る
。
最
も
広
い
地
区

と
思
わ
れ
る
紀
の
川
北
岸
の
耕
地
を
推
測
す
る

た
め
、
こ
の
地
区
の
灌
概
系
統
を
探
っ
て
み
た

い
。
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’台地上に位置する庄園村落の歴史地理学的考察（水田）

　
ま
ず
最
も
重
要
な
水
源
は
小
田
井
用
水
で
あ
り
、
山
麓
部
の
斜
面
を
下
流
へ
流
れ
、
同
時
に
南
部
の
氾
濫
原
に
至
る
大
部
分
の
耕
地
を
灌
概

す
る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
灌
瀧
水
路
は
宝
永
閥
年
（
一
七
〇
七
）
に
築
造
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
絵
図
の
耕
地
を
直
接
灌
還
し
た
も
の
で
は
な
い
。

次
い
で
重
要
な
も
の
は
丘
陵
の
北
部
を
流
れ
る
静
川
よ
り
取
水
し
て
、
丘
陵
の
谷
を
抜
け
て
、
笠
田
へ
出
て
く
る
文
学
用
水
（
文
覚
用
水
）
で

あ
る
。
取
水
地
点
の
北
川
か
ら
静
川
に
沿
っ
て
中
家
権
輿
付
近
ま
で
流
下
し
て
高
度
を
あ
げ
た
後
水
分
峠
を
抜
け
て
笠
田
に
至
る
。
水
分
に
て

萩
原
方
と
笠
田
方
と
へ
分
か
れ
四
対
六
の
比
で
水
を
配
分
す
る
。
萩
原
方
は
宝
来
山
神
社
の
背
後
に
て
更
に
二
分
し
て
灌
面
し
、
笠
田
方
は
上

人
池
に
よ
っ
て
水
星
を
補
な
っ
た
後
に
笠
田
中
、
笠
田
東
へ
と
灌
呈
す
る
。
文
学
用
水
を
築
く
技
術
は
非
常
に
曲
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
後
に

小
田
井
用
水
が
引
か
れ
た
た
め
現
在
そ
の
丸
箸
範
囲
も
狭
少
で
山
麓
の
緩
斜
面
に
限
ら
れ
て
い
る
。

　
文
学
用
水
の
水
利
権
は
強
く
、
渇
水
期
に
も
静
川
か
ら
の
引
水
権
を
有
し
て
い
る
。
こ
の
用
水
路
の
建
設
に
つ
い
て
何
ら
資
料
は
伝
わ
っ
て

い
な
い
が
、
伝
承
と
し
て
次
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
い
る
。
文
覚
上
人
が
上
意
を
伴
な
っ
て
、
調
査
を
行
な
っ
て
四
十
八
瀬
川
（
静
川
）
の
水
を

引
く
こ
と
を
計
画
し
、
土
民
を
指
揮
し
て
岩
を
切
り
開
き
、
い
わ
ゆ
叡
文
覚
井
（
文
学
用
水
）
を
作
り
あ
げ
た
。
そ
の
真
偽
に
つ
い
て
十
分
議

論
は
尽
し
え
な
い
が
、
絵
図
の
耕
地
の
水
源
と
し
て
文
学
用
水
の
存
在
を
想
定
せ
ざ
る
を
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。
文
学
用
水
で
配
水
し
え
な
い

場
所
に
は
谷
間
の
溜
池
が
使
用
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
描
か
れ
た
集
落
は
萩
原
、
背
山
、
移
で
あ
る
。
嶋
は
集
落
が
な
く
、
紀
伊
州
の
北
岸
に
街
村
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
現
在
は
氾
濫
原
で
あ
っ

て
そ
の
痕
跡
は
全
く
な
い
。
そ
の
位
置
は
八
幡
宮
の
す
ぐ
南
で
あ
っ
て
、
狭
い
場
所
で
あ
り
氾
濫
を
受
け
易
い
地
点
で
あ
る
た
め
描
か
れ
た
街

村
も
一
時
的
に
存
在
し
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
笠
田
は
十
二
世
紀
末
期
に
は
紀
の
川
の
用
水
を
十
分
利
用
し
え
ず
、
溜
池
、
湧
水
　
文
学
用
水
に
よ
っ
て
書
論
が
行
な
わ
れ
た
も
の
の
、
背

後
の
用
水
源
も
小
さ
く
、
安
定
し
た
耕
地
と
な
る
段
丘
面
も
非
常
に
狭
か
っ
た
。
更
に
紀
伊
州
の
氾
濫
原
は
不
安
定
で
あ
っ
た
た
め
庄
園
内
の

集
落
は
数
も
少
な
く
、
小
規
模
な
も
の
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
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①
　
西
岡
虎
之
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「
神
護
寺
頒
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立
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史
の
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究
』
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巻
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、

　
昭
和
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京
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護
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お
　
わ
　
り
　
に

　
和
泉
山
脈
を
は
さ
ん
で
南
北
の
河
岸
段
丘
と
北
面
の
扇
状
地
上
に
存
在
す
る
三
つ
の
庄
園
村
落
に
つ
い
て
の
以
上
の
よ
う
な
絵
図
に
よ
る
対

比
に
よ
っ
て
次
の
事
が
言
え
よ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
．

　
十
二
世
紀
よ
り
十
四
世
紀
の
畿
内
南
縁
の
台
地
の
開
拓
が
行
な
わ
れ
る
た
め
に
は
ま
ず
溜
池
灌
漉
に
よ
っ
て
耕
地
が
開
か
れ
る
こ
と
が
条
件

と
し
て
必
要
で
あ
っ
た
。
同
時
に
こ
れ
ら
の
溜
池
は
天
水
の
み
に
頼
ら
ず
河
唄
か
ら
の
取
水
方
法
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
日
根
野
村

の
場
合
は
湯
川
用
水
が
、
井
上
本
庄
の
場
合
に
は
志
野
川
が
、
、
苗
田
庄
の
場
合
に
は
文
学
用
水
が
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　
庄
園
と
集
落
と
の
関
係
を
述
べ
る
な
ら
、
い
ず
れ
の
庄
園
の
場
合
も
複
数
の
集
落
か
ら
な
っ
て
い
る
。
そ
し
て
藩
政
村
と
庄
園
の
区
画
を
比

較
す
れ
ば
、
日
根
野
は
そ
の
ま
ま
庄
園
が
藩
政
村
へ
移
行
し
て
お
り
、
変
化
し
た
地
区
は
「
荒
野
」
と
し
た
個
所
に
す
ぎ
な
い
。
井
上
本
庄
の

場
合
は
庄
園
内
に
藩
政
村
の
原
型
が
ほ
ぼ
形
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
十
二
世
紀
の
桂
田
は
藩
政
村
の
芽
生
え
は
見
え
て
い
な
い
。
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West－launched　into　’their　respective　social　and　ecoridmic　deVd’lopment＄，

which　led　to　the　various　an．d　heated　controversies　on　the　banks，　tariff

and　public　lands．　On　the　other　hand　this　age　witnessed　the・collapse　of

the　old　regime　and　the　rise　of　the　two－party　system　under　the　infiuence

of　the　sectionalism．

　　In　this　article　we　tried　to　explain　the　intrinsic’　features　of　the　early

Democratic　Party　by　investigating　how　the　Jacl〈sonians　confronted　the

imminent　problems　and　what　inconsistencies　in　the　principle　and　the

policy　they　were　compelled　to　commit．

A　Study　on　the　Medieval　Manor　Settlements　in　the

Southern　Part　of　Kinki　District

　　　by

Y；　Mizuta

　　This　is　the　report　of　the　investigation　on　the　cultivations　and　the

forms　of　the　manor　settlements　in　the　middle　ages　through　field－survey．

These　manor＄chosen　as　examples，■linenomura日根野村in　Icami和泉

（1316），Inouehonjo井上本庄短」Kii紀伊（1393）and磁sθ4α％os加搾田庄in

Kii紀伊（1183）were　located　on　the　plateau　in　the　southern　part　of

Kinki　district．

　　Considering　the　system　of　the　irrigation　which　was　drawn　ln　the　old

map，　we　will　know　such　a　fact　that　the　cultlvated　lands　on　the　plateau

were　irrigated　not　only　by　the　pond　but　also　by　the　conduit　that　was

led　from　the　river　to　the　river　terrace．　These・manors，　however，　hadn’t

complete　equipments　to　get　water，　so　there　remained　many　waste　lands

without　being　improved　into　the　arable　lands　in　the　middle　ages．

　　The　manor　villages　as　these，　therefore，　which　lived　upon　the　agricul－

ture，　were　small　in　scale　and　few　in　numl）er．　And　we　can　find　the

original　pat乞ern　of　the　modern　village　in　the　Bafeuhan．Regime幕藩体制

in　them　except　Kasedanosho．　，

（27e）
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